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OSTA Model SA-367B

［用途・機能］
本機は、電線長さの計尺と両端末の皮剥きを自動で行う電線加工機です。「切断長」「両端末の皮剥き寸法」などを設定して、加
工する本数を入力することで、入力された本数まで加工を行います。

［特徴］
◉ 本装置内のタルミ制御によって、計尺途中に負荷が生じた場合でも、切断長のバラ付きがありません。
◉ 送りは4ローラー駆動、計尺はエンコーダーで行いますのでスリップ誤差はありません。
◉ 切断長のバラ付き精度は±0.2％です。
◉ 機械操作は全てタッチパネルで行います。
◉ 設定データはメモリ機能として100件まで登録できます。
◉ 皮剥きをするときに、ハンドで電線を挟み込んで剥くため、剥き寸法の誤差が無く、送りローラーの摩耗は軽減されます。
◉ 切断長補正値の設定により、設定長さと実際に切断された長さが異なる場合の補正ができます。
 また補正値の計算はタッチパネル上で自動計算ができます。
◉ 付属ソフト「SA-367B通信.xlsm」を使用してパソコンと Ethernet 接続ができ、パソコンからデータの送受信と機械操作が
できます。

◉ バーコードリーダを本体に取り付け、「SA-367B通信」ソフトで生成されたQRコードからデータを取り込むことができます。
◉ ラベルプリンターとRS-232Cで接続ができ、加工済データなどがラベルにプリントできます。

メイン画面

機械背面にインターフェイスがあります。
A 外部入出力信号
B Ethernet（通信用ソフト用）
C RS-232C（プリンタ用）
D USB（バーコードリーダ用）

ガイドショート

ハンドで電線を挟む

挿入ローラー部 タルミローラー部 計尺ローラー部

SA-367B通信ソフト
付属の「Mx Component（三菱電機製）」・「SA-367B通信」ソフトを
パソコンにセットアップして通信設定をします。パソコンと
SA-367BをEthernet接続することで、データの送受信、機械操作を
パソコンで行う事ができます。また、「SA-367B通信」ソフトで転送
データをQRコードに生成できます。生成されたQRコードはバーコー
ドリーダー（機械のUSBポート接続）でデータ入力することができま
すので、書類などにQRコードをコピーして活用することもできます。

プリンタ機能
当社指定機種のラベルプリンタを別途用意することで、作業内容
（日時・切断長・皮剥き長さ・設定本数など）をラベルに印刷できます。

タルミ制御
この制御は挿入ローラーと計尺ローラー間のタルミ量が一定になるように同期をしながら送り出す方式です。負荷による電線
の伸び縮みを解消しますので、計尺のバラツキが軽減されます。
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計尺用エンコーダーローラー


